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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本各地の方言（鹿児島、甑島、徳之島、与論（以上鹿児島県）、小林
（宮崎県）、波佐見、島原（長崎県）、天草、田浦（熊本県）、北方町（佐賀県）、むつ市、津軽（青森県）、
盛岡（岩手県）などの諸方言）や中国のシベ語において現地調査を行い、語アクセントおよび語アクセントと文
イントネーションの関係を考察した。疑問文や呼びかけ文などの音声特徴を明らかにし、語アクセントに変容を
及ぼすことがあることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study collected data from fieldwork in various dialects of Japanese and
 Ryukyuan as well as the Sibe language spoken in China and analyzed the phonological properties of 
word-level prosody and its interraction with sentence-level prosody. The dialects include Kagoshima,
 Koshikijima, Tokunoshima and Yoron (Kagoshima Prefecture), Kobayashi (Miyazaki Prefecture), Hasami 
and Shimabara (Nagasaki Prefecture), Amakusa and Taura (Kumamoto Prefecture), Kitakata (Saga 
Prefecture), Mutsu and Tsugaru (Aomori Prefecture) and Morioka (Iwate Prefecture). It discovered 
that word-level prosodic structures are often modified or overriden by sentence-level prosodic 
structures in several sentence types such as interrogative sentences and vocative sentences. 

研究分野： 言語学

キーワード： プロソディー　アクセント　イントネーション　日本語　言語類型論

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで詳細な調査研究がなされてこなかった日本の諸方言において、語レベルおよび文レベルのプロソディー
（語アクセント、文イントネーション）に関する調査研究を行ったことは、新規の言語事実を発掘したという意
味で重要である。これらの諸方言の中には甑島方言や徳之島方言のように消滅の危機に瀕した方言も含まれてい
る。さらに、現地調査によって得られたデータを音韻論・音声学の視点から分析し、語アクセントと文イントネ
ーションの関係について所定の分析結果を得たことも学術的意義としてあげることができる。これらの研究成果
を多くの学会発表や論文の形で公表・公刊したことも学術的に重要な貢献である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本語はアクセントの宝庫と言われるほど、諸方言に多様なアクセント体系が存在している。
隣接する韓国語諸方言との類似性は言うまでもなく、アジア・アフリカの声調言語に近いアク
セント体系もある一方で、語アクセント的特性を持たない体系（無アクセント体系）もある。
しかし諸方言のアクセントについて調査研究が進む中、文レベルのプロソディー（イントネー
ション）の分析は遅々として進んでいない。世界の言語研究の中で日本語の音声研究に求めら
れているのは、日本語諸方言のプロソディー体系（アクセント＋イントネーション）の全体像
を世界の諸言語と対照して、相対的に位置づけようとする努力である。そして、このような対
照言語学、言語類型論的な視点から分析した日本語の研究成果を、広く世界に向けて発信する
ことである。比較的調査研究が進んでいる東京方言や近畿方言、鹿児島方言のような主要方言
においても、大量のアクセント資料が蓄積されている一方で、呼びかけや疑問といった種々の
イントネーション現象については調査分析が進んでいない。世界の諸言語との比較による対照
言語学的分析、類型論的研究、あるいは（最適性理論などの枠組みによる）理論的研究はさら
に遅れている。 
 
２．研究の目的 
本研究は上記のような状況を打破し、日本語の研究を世界的な規模の言語研究に資するために、
実証的な方言調査から得られたデータを類型論的視点から考察し、日本語諸方言のプロソディ
ー体系を世界の諸言語のプロソディー体系の中に位置づけようとするものである。その目的を
達成するために、本研究では方言アクセントに関して優れた研究業績を持つ研究者を集め、そ
の研究対象を語（アクセント）から文（イントネーション）に広げて日本語諸方言のプロソデ
ィー体系の全容を明らかにする。そしてその結果を類型論的視点から考察する。具体的には(i)
プロソディー類型研究が日本語のプロソディー分析にどのような洞察を与えるか、(ii)逆に、日
本語の研究が韓国語をはじめとする他の言語の分析と言語類型論研究・プロソディー理論研究
にどのような知見を与えるか、この２点を明らかにする。これらの研究成果を毎年開催する国
際シンポジウムと英文論文集で発表し、日本における言語研究の成果を広く世界に向けて発信
する。 
 
３．研究の方法 
本研究の根幹を成すのが、(i)日本語諸方言のイントネーション調査、(ii)イントネーション調査
データの理論的・類型論的分析、(iii)研究成果の世界への発信、以上３つの柱である。(i)につい
ては絶滅危機方言とされる方言を中心に独自の調査を進めるとともに、(ii)については、研究会
を年に３回開催し、お互いの調査結果を議論する形で日本語プロソディーの分析を進める。(iii)
に関しては、毎年、年度末に海外の研究協力者を招いて国際シンポジウム（会議言語は英語）を
開催し、日本語諸方言のプロソディー分析を発表する。また合計４回開かれる国際シンポジウム
の成果を英文論文集にとりまとめ、海外の出版社から出版する。 
 
４．研究成果 
（１）これまで詳細な調査研究がなされてこなかった日本の諸方言において、語レベルおよび文
レベルのプロソディー（語アクセント、文イントネーション）に関する調査研究を行い、新規の
言語事実を発掘した。これらの諸方言の中には甑島方言や徳之島方言のように消滅の危機に瀕し
た方言も含まれている。さらに、現地調査によって得られたデータを音韻論・音声学の視点から
分析し、語アクセントと文イントネーションの関係についていくつか興味深い分析結果を得た。
とりわけ、九州の諸方言（鹿児島方言、甑島方言、小林方言等）において、疑問文と呼びかけ文
が文末のピッチ下降で現れること、このピッチ下降を実現するために、語アクセントが一定の変
容を受け、特定の条件下においてはアクセント型の対立が失われることを明らかにした。これら
の研究成果を多くの学会発表や論文の形で公表・公刊したことも学術的に重要な貢献である。 
 
（２）言語・方言ごとの具体的な調査内容・結果は次のとおりである。 
・鹿児島県甑島方言：疑問文イントネーションが文末モーラの下降調という特徴を持つことと、
呼びかけイントネーションがすべて A 型のアクセントパターンで発音される（よって A 型と B
型の区別が失われる）ことを明らかにした。 
・鹿児島県種子島方言：モーラを単位とする二型アクセント体系であることを確認した。 
・鹿児島県奄美徳之島浅間方言：漢語ならびにその複合語を含む本土方言用の調査語彙リスト
を用いたアクセント調査を行ない、これまでの調査研究の対象外となっていた多数の資料を収
集報告した。 
・鹿児島県与論島方言：複数形に関する調査を行い、この方言では additive plural marker の taa
と associative plural marker の taa のアクセントが異なっていることを明らかにした。 
・宮崎県小林市方言：この方言がモーラではなく音節を単位とする 1 型アクセント体系であり、
文節末の音節が高く発音されることを確認した。 
・長崎県波佐見町方言、熊本県芦北町田浦方言：複合語に前部要素の長さにかかわらず式保存
が成り立つことを確認した。それらの成果に基づき、九州二型アクセント体系の祖体系の仮説
を発表した。 
・長崎県長崎市方言：「誰・何・どこ」などの不定語から「も」までで一つのマイナー句が形成
され、そこに B 型のトーンが実現することを明らかにした。また同現象について、従来の複合
規則による説明を試みた。 
・長崎県南島原市方言：A 型は第 2 モーラのピッチが高いが、第 2 モーラに特殊モーラを含む
ときは第 1 モーラが高いこと、B 型は文節末の音節のピッチが高いことを明らかにした。 
・佐賀県杵島方言：アクセント体系を調査した結果、この方言のアクセント型と琉球語のアク
セント型の間には興味深い対応があることを発見した。 
・佐賀県北方町方言：この方言の外来語アクセントに A 型が少ないこと、および B 型に F0 下
降が見られることを明らかにした。 
・青森県むつ市方言：母音連続を含む語においてアクセントが実現する実態を明らかにした。 
・シベ語：イントネーションについて、周辺で話されている現代ウイグル語との対照分析を行
った。またシベ族が新疆ウイグル自治区に 250 年前に移動する前に接触していたと考えられる



モンゴル語のホルチン方言との対照分析も行った。 
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